
 



 
 

～講評～ 

例年大問 3 題でそれぞれが問(1)と問(2)に分かれていたものが、ⅡとⅢは、それぞれ一つの問題になったため問題の

難易度としては少し上がった様子です。 

Ⅰは例年通りの問(1)と問(2)に分かれており、問(1)はハロゲンに関する問題。ヨウ化水素について、水素イオンとヨ

ウ化物イオンとに分けて考えているため、ヨウ化水素が共有結合の分子であるため少し戸惑った人もいたかもしれませ

ん。それ以外は基本～標準的な問題であったと思われます。問(2)は逆滴定による混合物の割合と求める問題で、硫酸の

濃度が与えられていないため、硫酸バリウムの質量から硫酸の物質量を求め、アンモニアの物質量を計算するタイプな

ので、慣れていない人は詰まることもあるかもしれませんが、正解してほしい問題です。 

Ⅱは分配平衡の問題で、初見の人も多かったかもしれませんが、しっかりと誘導がついているので式を当てはめてい

けば答えが出せるようになっています。問題が⾧いので途中で詰まるとその先が見えにくくなり諦めてしまいそうです

が、実験ごとに区切って考えれば取れるところもあると思います。しかし、流れが掴めていないと正解するのは難しか

ったかもしれません。 

Ⅲは合成高分子の典型的な問題で、ナイロン 66 とビニロンの発明者を答えるものは、普段から人名などを意識して

いる人は取れると思います。(c)の重合度とアジピン酸の物質量の関係式を求めるものは、このタイプの問題を解いたこ

とがなければ、意味が分からなかったかも知れません。しかし、最後のビニロンの計算は典型的な問題なので確実に合

わせたいところです。 

全体的にはⅡを除いて標準的だと思いますが、このⅡがどれだけ正解できるかで差がつくところだと思われます。65

～70％くらいが一次の目安になるように思います。 

 


